
 

寒さが少し和らぎ、待ちに待った暖かい春がすぐそこまできています。さて、今年度の給食も残りわず

かとなりました。この１年間で、給食や食に関する取り組みを通じて学んだことがたくさんあると思いま

す。「苦手なものが少し食べられるようになった！」「クラス全員で完食することができた！」など、気づか

ないうちに出来るようになったことも、たくさんあるのではないでしょうか。そこで、今月は１年を振り返り、

新年度に向けて新たな目標を立ててみてほしいと思います。 

また、今月の給食は「今年度の給食で好評だった献立」や、「卒業・進級を祝う献立」を取り入れて

います。楽しい気持ちで会話をしながら、食べるのは『心の栄養』になります。充実した給食時間を過ご

してくださいね。 

～ 「共
き ょ う

食
し ょ く

」で育む 心の豊かさ ～ 
「共食」とは、家族や友達、地域の人など、“誰か”と一緒に料理

や食事をすることです。学校給食も「共食」のひとつです。共食に

は、生活リズムを整えたり、食生活を改善するなど、さまざまな効果

があります。『苦手なものやけど、なぜか給食では食べられるねん』

という声を、子どもたちから耳にすることがありますが、実はこれも

共食の効果によるものです。 

給食時間中の様子を見ていると…、自分の苦手なものを周りの人たちがおいしそうに食べているのを

見て、味に興味を持つようになったり、給食中の会話から食べ物について知ることで、「なんかおいしそうや

し、体に良いんやったら、ひと口だけ食べてみようかな？」と食べること（行動）につながっているように感じ

ます。これは、同じ時間に、同じクラスの人と、同じものを食べる学校給食の良さでもあると思っています。 

近年では、共働きのご家庭が増え、子どもたちも塾や習い事など忙しく、家族の時間が合わない場合も

多いと思いますが、春休みに入ると家庭で食事をする機会が増えます。ぜひ、家族みんなで食卓を囲み、

会話を楽しみながら食事をする機会を増やしていただければと思います。 

≪ 共食を続けると、こんな効果がある!? ≫ 

１ 食事や間食の時間が規則正しくなり、朝食を抜くことが減る 

２ 起床時間や就寝時間が早くなり、睡眠時間が長くなる 

３ いろんな食品を食べる機会が増え、主食・主菜・副菜をバランスよく食べることを意識する 

４ 心の健康状態が良くなり、自分自身が健康だと感じるようになる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇治田原給食だより ３月号  

 

宇治田原町立学校給食共同調理場 発行  令和８年３月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


